
修士論文で何がなされているか

NaN02の Ⅹ線臨界散漫散乱に関する研究

葡 神 外 司 郎

秩序無秩序形強誘電体の強誘電性を引き起す相互作用は､双極子間相互作

用であるのか､近接作用であるのか､とい う問題について･.未だ明確な結論

はない｡ この点を明らかにする為､NaN02 を試料として選んだ-0

NaN02 は､双極子を担 うNO2基が休心斜方格子を作 D､Tc-1630Cと

TN-164･50Cの間でNO2基がa軸にそって正蜜的にかわる相があることが

見出されている｡ このような幕別の楯の存在は､相互作用を双極子問相互作

用 と近接作用庭分離 して考える上で便利であることが予想される｡

実験は､転移点 TNの直上で､強いX線散漫散乱を観測 し､その角度分布

及び温度変化を精密に測定 した｡実験の解析は､この散漫散乱が双極子を担

うNO2 基の秩序配列か らのゆらぎに起因すると考え､散漫散乱強度か ら秩

序慶のゆらぎの度合を推測 した｡ 一方､相互作用の形 と秩序度のゆらぎには

琴論的にある関係が予想されるので､実験結果を､この理論と比戟すること

によって相互作用の形を決めた｡EJ+

p型ゲルマニウムに於ける中性不端物散乱

井 関 次 郎

半導体に於ける中性不純物によb電子散乱に対 しては､従来ほとんど全べ

てErginsoyの式が適用されて来た｡併 し､Erginsoy の式は水素原子に

よる電子散乱をモデルとして導びかれたものであって,このモデルの成 b立

つもの -堀口ちⅤ族不純物をGe,Si中- ドープした場合の電子散乱にしか適

用で きない｡ 我々はGeにⅡ族不純物 Inを ド-プした試料でサイクロトロ
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ン共鳴を行い､ 電子の吸収曲線の半値巾の測定か ら､中性化 したⅡ族アクセプ

ターによる電子散乱に対 してはErginsoy-の式では全 く証蛎できない事実を見

出した｡ 中性アクセプタ-把よる電子散乱は有効質量近似の立場からは丁度水

素原子による陽電子散乱に対応するO 水素原子による陽電子散乱の散薮断面積

と陽電子の波数の関係はSchwartz,Rotenbergらによって計算されている｡

我々はSch押artz の計算結果を近似 して中性アクセプターによる電子散乱の

散乱緩和時間 TAを

1/TA-0･?5h2NAeTV2/境 諒 ㌃

と与えたo サイクロトロン共鳴の半値巾から格子散乱による半値巾を差引いた

ものが中性アクセプタ-による散乱の寄与を与える｡ 実験から得た衝突緩和時
間が上の式とかな bよく一致することが示され､水素原子による陽電子散乱の

モデルが適用できることが示されたO 即_ち､中性アクセプターによる電子散乱

の散乱緩和時間は電子のエネルギーの 1/2乗に旦倒 し,アクセプ/J9-基底状
負

唐の有効Bohr半径にはほとんど依存せず､異方性は存在 しない｡

格子欠陥を含むGeのサイクロ トロン共鳴
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液体-He温度で､サ1クロトロン共鳴の吸収線の巾の測定から､格子欠陥に

ょる伝導電子の緩和時間(T姥 求めたO線巾と1/丞 ゐ関係は､A主材王C-C-｣L
a)oT

で Cは T の明らかな式が決まらなければ分らないが､いずれにせよ1に近い定

数で C- 1として､ 実験値 よb1/Tを求めた｡

この実験は､格子欠陥として､ThermallyQuenched inDef占cts(G-e

中のVacarlCyと考えられている) 600転位､900転位をPuTeG･e中に入れ

これら各 々による伝導電子の散乱の効果を調べた｡

fi) ThermalユyQuenchedillDefecもSによる散乱
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